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目的  
 「発育発達過程に沿った運動」とは、ヒトが生誕から二足歩行するまでの発育発達過程
である呼吸、寝返り、腹這い、四つ這い、高這いなどの運動を指している。（財)日本コア
コンディショニング協会 (JCCA)が考案した「コアキッズ体操」は、これらの運動を気軽に
実践できるようにした体操である。長く保育現場で実践されて効果を挙げてきた「さくら・
さくらんぼのリズムあそび」とも共通点があり、体力低下、運動不足が懸念される現代の
子どもたちが継続的に実践することで、重力に適合した姿勢と運動を身につけるために有
効であると考えられる。本研究では、「コアキッズ体操」など発育発達過程に沿った運動実
践を保育・幼児教育現場に普及するための具体的な方法や工夫を探ることを目的とした。  
方法  
（１）発育発達過程に沿った運動実践を先駆的に実践しているＡ保育園の視察を行った。  
（２）聖隷クリストファーこども園においてコアを意識した実践を継続し、その効果を検
証する方法を検討した。 
報告  
（１） Ａ保育園における取組み 
 Ａ保育園では 2012 年度の園内研修のテーマに「 COT（コーディネーショントレーニング）」
を掲げ、JCCA の講師による研修会を行い、「全クラス、毎日 COT!!」と積極的に保育に取り
入れたことで、「目に見えて怪我が減った」「姿勢が安定して集中時間が長くなり、落ち着
いた保育ができる」などの効果が現れた。  
（２） 聖隷クリストファーこども園における実践  
 2013 年度は研究主題を「身体の軸・心の軸が作られるための保育方法を探る」として、
取り組んできた。研究目的の一項目は「子どもの姿を基に体幹（コア）が育つための運動
あそびの計画を立てて実践する」である。  
2013 年 10 月のプレイデーでは、3,4,5 歳児はコアキッズ体操をアレンジした準備体操を
行い、5 歳児は組体操で「かぶとむしの成長」のストーリーを表現した。この組体操には
寝返り、四つ這い位、高這いなどの発育発達過程に沿った動きや姿勢が意識的に組み込ま
れた。歩き方・走り方でも良い姿勢とコアを意識して練習に取り組んだ。  
 0,1,2 歳児の「親子でコア(体幹)を鍛えよう」では、親子で段ボールのキャタピラをハ
イハイで進めたり、親子でバランスボールに乗ったりと、ハイハイやおすわりを楽しむ活
動が行われた。  
課題  
 課題としては、定期的に運動能力検査を実施し客観的な分析を行っていく必要があるこ
と、保育者がより積極的に、自信を持って運動あそびが支援できるように、継続的に運動
あそびに関する研修を実施していくことが必要であると考えられた。 
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